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　　　　　　　　　まえがき　　　　　　　　　　　　女4例，ill’7例で女性の方力’S　1名多い、，年令的には・・

　我々国民の悲願la　tl，拘らず交通1・il，1：故は減少する所　　　般の統計と同じく20才台が178例（29．2％）で殻も多

か，遡こ増力11の一途を辿F）つつある事は誠にうれう・Si　く，次で11）’抽129例（21，2％）で高令側幼“ialller一

き現状である。交通事故発生の劉返1に関する基礎的研　　　向って低下して行く，死亡例は2α才台から高令側に向

究はこの数年来凡ゆる分野に於て研究され，この対策　　　って各年代に散イ1三しているが，数年前には幼勾｛側に多

に関する基礎的なものは既に出尽した観があり，後は　　かった「11：実から考へると，学令期の齢に交通事1改に対

それらが政治面や施策の面で如何に採用或は運川され　　　する湛三意が払われ，二；歩行者や運転者が自覚して，その

るかにかかっているといっても過認ではノよいと思う。　　　防ILに努めている努力の脱われではカ：いかと考へられ

　我々地方都布で法医学を学ぶ欝も事ill父死亡者．特に　　　るt、

ひき逃げの際に被害者の解剖検削血びに錨定を依頼さ

れ磯会が一za、2（増加してきているカ㍉交〕酬傷儲の　表1　　性　別

実態には比較的疎いのが実情である。我々は今回松本　　　　　　　　外　来　　入　院　　　計　　　％

・liの撒舗1獅扱・た交酬1搬麟｝こついて勧　一tt．’・）li『…36rr忌。（、）酬r4ラ，’一　一『7蒔一糖

面から検討し・纐f㈱擦を；購たので儲する・　　女　、。6　26（4）　132　2、．7

　　　　　　　　　調鹸料　　　　　　　1°　503　1°6（7）　6〔｝9
松柿の撒継院で騨14・1’tt・月・ll，1よ・）全・1・・2　　0　1’yeよ死亡f列

農擬罫諜欝灘齪饗雰羅よ灘　盛皿　　・卜　令
真，警察の実地検証記録，診断書挫等を参考として統　　　　　　　　　外来　　入院　　　計　　　　％

計的に観察し，実際に治療に当った医師の意見も求め　　　　0剛9才　　82　　　7　　　89　　　ユ4．6

て予後｝こ関する部門にも触れてみた。　　　　　　　　　　10～1gオ　　106　　23　　　129　　　21．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20・－e29’ty’　　　．1．46　　　　　32（1）　　　　1．78（1）　　　29，2

　　§受傷者数，性別凶冷　　　　　　　　3。－39才　81　17（1）　98（1）　16・1
　受傷者の大要を知るには先づ治療を受けた数，性　　　40紺49才　　37　　　9（1）　　46（1）　　7・6

別，年令等をみるのが単道である。この点を検討する　　　50～59才　　24　　　6　　　30　　　4・9

1翻譲繍麟欝1勢麟鴇ig・182181：1
が圧購。多く，入院治療をうけたもの棚性が姓　澱想9窓＿3＿＿漁．＿憩≧＿互

の数倍の値を示している。このうちダピ亡・猷男3例，　　計　　503　106（7）609（7）

．＿
@　．．＿、、．t－．＿＿t－一．＿一＿＿．，　tt－、．＿．一＿．．．、一　　　　　　　　　（）内は死亡例

ec {研究費の一部は，昭和42年度文部省科学研究孝南助

金，咬通災割こ関する法医学1醐究」綜合研究班　　§月zVlj・曜日別件数

　費に負う所が大であった。記して感謝します。　　　　　月別件数はiNMIこ示す通りで盛夏の8月が85件
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（13．9％）で最も多く，］．月が22件（3．6％）で最も少　　時に集中しているが，これは一般の都市の交通慕故発

なくなっており通例の傾向と略々，同様の傾向を示し　　　生状況の統計と略々一致している。尚死亡渚が午後7

ているΩ但し死亡例は各月に散在してll彗り，気候とは　　～12時の間に集1・llしているが，これは被害者，加轡掻

関係ない様に思われる。　　　　　　　　　　　　　　共に夜間交通事「hllが緩和されて，油断する事にも関係

　曜日別の件数は褒【Vをこ示す通りで月11酬・1が143f夕1】　　があるのであろうc，

（23．5％）で圧倒的に多く，死亡者も3例でここに集

帆ているが，。濾讃し酬院が胴・轍舗　表V　時刻別
者収容の当翻」としている為で特に意義があるとは思　　　　　　　　　　外来　　入院　　　計　　　％

われない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前O・．1時　　4　　3　　　7　　　1。2

この様憾融穂に入滴醐｝に階1に挿Σ駅　　1～2…　　。　1　0．2
は認めないと云ってよいと．X・一へる。　　　　　　　2．v　3・tl　2　2　　tt　　〔〕．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3～4〃　　　2　　　 1　　　　　3　　　　　【）．5

　表皿　 月　芳1」　　　　4（ノ5”41　5　0．8
一　＿漁迷！堕」㌧一．．．．．．．％一．．．．．．－　　1：留　l　l　l　l：菅

　　1」，／1　　　 15　　　 7（1）　　　 22（1）　　　3・6　　　　　　　　7｛x8〃　　　｛｝　　　4　　　　13　　　　 2．1

　　2〃　　19　　6　　　25　　　4・1　　　　　8～9〃　 31　　8（1）　39（1）　 6．4

　　3〃　　40　　13　　　53　　　8・7　　　　　9～10〃　 15　　3　　 18　　　3。0
　　4〃　　34　　8（2）　　42（2）　　6．9　　　　 ．LO～11〃　 25　　3　　 28　　　4．6
　　5　〃　　　　　51　　　　13（1）　　　　　64（1）　　　10・5　　　　　　　　　　　i．1～ユ2〃　　　　21　　　　　3（1）　　　24（1）　　　　3．9

　　67’618　69　11・3　ご1二餐隆e・一“1〃51　6　1．0
　　7　r’　　　50　　　6　　　　　56　　　　 9・2　　　　　　　 ユ・v2〃　　 26　　　1　　　　27　　　　4、4

　　8　r’　　　　　72　　　　13（1）　　　　　85（1）　　　　13。9　　　　　　　　　　　　2－a　3〃　　　　24　　　　　3　　　　　　27　　　　　　　4，4

　　9　〃　　　　　　54　　　　　8　　　　　　　　62　　　　　　10・2　　　　　　　　　　　　3～　4〃　　　　40　　　　　3　　　　　　43　　　　　　　7。0

　10　〃　　　　43　　　 7（i）　　　 50（1）　　　8・2　　　　　　　　4（v5〃　　 51．　　　｛う　　　　57　　　　 9，4

　11　〃　　　　　　32　　　　　9　　　　　　　　41　　　　　　　6・7　　　　　　　　　　　　5～　6”　　　　59　　　　15　　　　　　74　　　　　　12．2

　12　〃　　　　　　32　　　　　8（1）　　　　　40（1）　　　　6・6　　　　　　　　　　　　6～　7”　　　　51　　　　　6　　　　　　57　　　　　　　9．4

　　i’卜　5・3・。6（7）　6・9（7）　　　　7’“”　8”48　11°（1）58（1）9・5

　　　　0内は死亡例　　　　　　　：二、部ll　lla；器　1：1

表lsr　曜日別　　　　　1°～」1”14　7　21　3・5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11－“12〃　　　　1G　　　　　4（2）　　　14（2）　　　　2．3

＿＿＿一．継一＿挫窒一＿．盗㌧＿監．　　　「｝；褒「漁y，。gl芳…uttt．”t”t．t…

　　月H躍　　　　　116　　　　　27（3）　　　　143（3）　　　　23．5　　　　　　　　　　　　　　　（　）　1ノヨ壱よ）1三亡f列

　　火”　　49　　】4　　　63　　10．3
　　水〃　56　．12（1）　68（1）　11．2　　　§受傷場所
　　木1’　　　81　　12（1）　　93（1）　　15，3　　　　　受傷場所を検討した結果は喪～1に示した通りでτ［∫街

　　話洗〃　　　　　57　　　　　1Q　　　　　　　67　　　　　　11．0

　　土“　7・　17（2）　88（2）・4．5　　表VI　受　傷場所
　　日「’　　73　　14　　　87　　　14・3　　　　　　　　　　　外来　　入1糀　　　計　　　％
　（祭日）　　〔7〕　　〔ユ〕　　　〔8〕　　　　　　　　　……　　一　一　　　一…一一一一一…一・…一一一一一一一
＿＿＿L＿＿一．一一．　、　一　．＿＿．一＿＿＿＿　＿．＿一＿＿＿．＿．　一　、一＿＿fi＿　　　　　　　　市　　交　叉　，県民　　　22　　　　　7（2）　　　29（2）　　　4，8

　　計　5Q31°6（7）6°9（7）　　　粥そのイ也33947（・）386（・）63．・

　　　　O陥死亡例　　　　　　「！最亙薫π『’…！「万…開7「下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1着〔　　二と　6ゼ）　f也　　　　？0　　　　31（3）　　　ユ01（3）　　　16，6

　　§受傷時刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．tt．．．．一一一t　　．　　．　　一一一　．一＿　　．一，

　一日中の時刻別による受傷状況を一一・t，9すれば表Vの　　　　そ　の　他　　67　　ユ9（1）　86（1）　14・1

如くであった。これによると午後4時から午後9時頃　　　　　　計　　　　503　106　　609

迄の間に多く，午前中では午前8～9時迄のラッシ；L　　　　　　O内は例亡死
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地の交叉点以外の所が386例（63．4％）で殻も多く，　　　一一・一・方加害者の車種は表W【に示す通りで策用車が90例

市の南部を走る国道の交叉点が7例（1．6％）で最も　　　（28．3％）で最も多く，次で小灘トラック88例（27。7

少なくなっているが，死亡例は国道が3例で約半数を　　　％），オート・｛イ33例（10．4％）と続き・その他は皆ユO

占めている嘉は，大きな事故が整備さオ・Lた直線的な道　　　％以下である，、加害蓋のその他には停車している車，

路で起り易い琳を如実に物語っている．その他の項に　　比1瞭的数の少ないオートヨ三輪，霞柱，歩行薪，車内に

は所謂村道，補装されない悪路が火部分を占めている　　　あった一’Vスコット等が含まれている。数｛ド前逡はトラ

が，これも比較的多く86例（14．196）を示している，，　　　ックが最も多か・ったが乗用車の普及と共に加轡車とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て増加しつつある串二は注1ヨに仙しよ飢、

　　§受傷滑の車種及加害者の車種

例である・　　　　　　　　も359例，．ll28例（・．・％）で鹸・、の数、鞭、られ，

表va　受傷Rrtの車種　　　　特に蜘F臆よりオ～トバイ・自醐l　ll1：の1醐・1購・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛突が多い事は飲酒運転の絶滅が如fl・∫に交通事故を減

　　　　　　　夕腿、．入．院，　s［・％　少させ磁となるかが分・であ・う謎儲・・瞠

　　　　　　　　　同梁　　　　lrfJ乗　　　　　　　　も火いにうながされる所以である。

闇歩　　　行　　1〔〕3　　　1g（4）　　122　20，　O　　　　加警者の飲酒状況は炎Xに示す通りで328例中31例

自　転　車　　14｛｝　33　19（2）　　159　26．1　　　（10．5％）でこのうも飲酒運転の犠牲となった死亡密

スクーター　　　21　　　　4　　　　　25　　4．1　　　が2f列含まれている。参P」’迄に他傷患爵359例中4例

オートバイ　　180　ユ5　47　　2　227　37・3　　　が加害爵，被書者の両者ともアル：1一ルを飲用してい

軽自動車　　11　2　3　　　　・1・4　2・3　　　たのでこれを附記しておく。
’乗　　∫H　　riE　　　　　36　　　L5　　　　7（1）　　2　　　　43　　　　7尋1

小型．トラック　　7　　1　　5　　1　　12　　1．9　　　　表IX　　受　傷｝　爵　飲　酒　：［k　況

攣㌘122　11：1　　　・ト来入院｝汁％
その他　1　1　　　 1　0．2　　自被有　55　16　71　28、4　　　　　　　　　　＿．＿tt＿．＿．－．＿H－．t＿＿v．－．＿＿　　　＿＿＿＿＿、＿＿　　　　　　　　　　　タに

　　計　5Q369・・6（7）56・9　　＿傷遇墨＿聚＿遇＿鞭＿…ヱ1・6＿
　　　　（　）　lkjセ・m　SU亡で列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f山　　illitt　　イゴ　　　　17　　　　　11　　　　　28　　　　　7．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・臓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傷署無273　58　331　92・6

表ve　加警・M’車種　　　　…一㎝否卜「π「・6【…i。9　　『
　　　　　　　　外来　　入院　　　計　　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

＿＿＿
@　一．＿＿　＿．＿一＿一＿一一．一・．一．．．一．＿一一一一一．一一一一一・一．・t　　　表X　　加　害　者　飲　酒　状　況

　自　　　垂云i　　耳工　　　　18　　　　4　　　　　　22　　　　　　6．9

　スク＿タ＿　　　7　　1　　　8　　　2．5　　　　　　　　　　　外来　　　入院　　　計　　　％

　オートバイ　　16　 17（2）　 33（2）　10・4　　　　加　 イ丁　　　27　　4（2）　　31（2）　．1．0．5

1講lii　li8　il露1二聖二鐙1二墾二鎚竺

大型・ラ・ク・・9（・）・・（・）・…1　璽、誰ルll・Z　4

ノく　、フ」71　82．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は死亡例

その他　1：L　O　11　3，5
　　計　　　　248　70（6）　318（6）　　　　　　　　§傷審の部位

　　　O内は死亡例　　　　　　　　　　　　　　　　次に如何なる部位に受傷が多いかをカルテの傷病名
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により細かく検討した所表XIの如き結果を酵た。各部　　　いる。この様に多種多様な損傷が見られるのが交通外

に分けて分類したものでは左下肢が180例（18．6％）で　　　傷の特長である。骨折は入院外来併せて57例（7．7％）

最も多く’1：っているが・これは右側通行とうい事に関　　　であるが，これについては我々も統計的観察を試み前

係があると考へられる。次で頭部が156例（16，1％）で　　　圓発表しているが，その部位を検討すれば次の如くで

第二位を示しているが，所謂頭部外傷は顔1fliの137例　　　ある、，

を加へると293例（3〔〕．3％）となり，全体の約t／sと

なり，一般の統計と大差ない値を示している。最も少　　　表Xlt　　損　傷　の　種　別

ないのは腹部，噸部，であるが最近重視されている追　　　　　　　　　　　外来　　入胱　　計　　　％e

郷故の際の姻’丁厩とし刺工る頸欄1の轄砒1皮　旧挫　傷’””lg6…．57…i”i’／／”…翻

的少なく・交通麻痺のためノロノロ運転を余義なくさ　　　擦　過　傷　　　92　　22　　：t14　　15。4

れている大都会のそれとは異った様相を示している　　　打撲　傷　　124　　ユ6　　140　　18．9

が，最近では覇市に於ても鞭打ち症が次第に上1勃i1する　　　挫　　　創　　　g6　　30　　126　　17．0

傾向があり，これには保護枕は相≧緬の効果がある様で　　　頭蓋内出血　　　6　　45（7）　51（7）　G，9

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内臓損傷　　　　【，　　　】，　　　1　　　0．11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脱　　　　臼　　　　　0　　　　11　　　　1　　　0．1，

　表）霊　　傷　害　の　部　位　　　　　　骨　 折　 18　39　57　7．7
　　　　　　　　外、来入院　、ll・　％　　逃漁．藻＿＿L＿上．⊥L…．凸紅
顎一…』蔀「11－一扉……㎜冨rBll1”’i’Cil　’i’　” @　・汁　528212（7）74°（7）
顔　面　1・7　3・　・37　14．2　　　01ノ轍死亡例

樂⊥護，1、1、。1，P，：1　§…t・ikの…位

右上肢　64　13　77　7，・9　　‘1　°折の撒戯X狐に示弱1肋で下腿骨が・2例
　虚下肢　159　2L　ユ80　ユ8．6　　（21・O％）で最も多く次で頭蓋惜11例（19．3％），前

　右　下　肢　　123　　24　　147　　15、2　　　　腕，大腿骨各々8例（14．O％）と続いている。・二のう

　胸　　　部　　　31　　17　　48　　4．9　　　　ち大1腿骨の1例は死亡しているが，これは頭部の損傷

　腹　　　部　　　5　　　1　　　6　　0・6　　　　との合併傷で死囚は脳の挫筋である。又脊椎の骨折が

肩脾部　30　13　43　4・4　　刷、謝めら、れるが，司砿衝突の際乗っていた車がパ
背　部　10　8　］8　1・9　ウ・ドした際のシ・〃をこよる∬難曜迫幌歴，脊
腰　｛1　　26　8　34　3・「｝　髄畷度の損働ρ1・。たゆである。
　瞥　　　　　剖‘　　　　　12　　　　　　1　　　　　13　　　　　1、3

　　　計　　740　228　968　　　　表Xll［　骨折のi’i’IS位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外来　　入院　　　計　　　　％

　　§鵬の盤　　　　　　　　　頭X骨　4　7（3）・1（3）・9．3
　受傷者がどの様な種類の損傷を負うかを調査した結　　　上　腕　〃　　　1　　　1　　　2　　3，5

果が棄）皿であるc，損傷の数値が受傷者609例より泌か　　　　前　腕　”　　　6　　　2　　　8　　．14．O

に高い僚を示しているのは…人で数種の損傷を受けた　　　鎖　　　骨　　　1　　　6　　　7　　12．3

もの力嘱るためである．挫傷が243f列（32．8％）で最　　肋　骨　0　4　4　7・0
も多く，次で搬・4・伊1」（18．9％），縫欝の外翻　　大腿骨　ユ　7（1）8（1）】4・°

艦必要・す・1・創…26伊・（・…％・と続い・い　轟織111ユ∵｝：1

るが，頭蓋内ltldu51例（9・　9％）・内臓損傷1例（°・1　手　指　3　0　3　5．3

％）等の生命に関係あるものは，かなりの低率を示し足趾1011．8
ている・こ二で湘すべ諦は・死亡7伽凡てが　一n諸1…一’一玉一39く4r…轟5｝

脳挫鱒姶禰蓋［拙血酬ξう麟脇であ繍　　　O内はタビ醐
で，頭部の損傷が如何に重視されなければならないか

を如輿に物語っている、，その他の7例中には，マフラ　　　　§受傷個所数

・・ ﾉよる火傷，或は車の炎上による火傷等が含まれて　　　　以上述べた通り，交通幽二故による損傷は多種多様な
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様相を呈しているが，1人の受傷者が果して身体の各　　　　表xV　　　受　　傷　　成　　因

部畷脈翻酬雌鹸討すれ蔽wの姻で　　　　外来　入院　i’i・is％
ある。損傷が1ケ所に止まるものは346例（56．8％）　　　・一一一・一＿＿．．一一一．．一．t．一、＿．＿＿＿，＿，＿－t－一＿＿．＿，　tt＿＿

で馳多く，次で2ケ所のi・71Styicに受傷したものが・24　接　触　9°　9（1）99（1）IG・3
例（・・．、％）とな。てJ，，］’り，3瑚以L、のものが93例　t！ti　突　182　5‘i（2）236（2）38・　8

（15・・％・で最・・い囎鵬・・わ・測梛あ　篠蓋21111；翻1：1

るものもあり・衝突により投げ出されたり・車lil｛iに引　転倒］．3・12015425．3
づられたりしたものはこの範ちうに入っている。低し　　　転　　　落　　　29　　　7　　3G　　5．9

損傷部位の数と重症度には有意な関係1よ認められなか　　　車輪に狭まる　　30　　　0　　30　　4．9

った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　の　他　　　　3　　　1　　　4　　　0．7

表XIV　受傷fi、！、1所数　　　　　，i’　fi’　5°3　1°6（7）6°9（7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内は死亡例

　　　　　　　　外来　　入院　　計　　　％

m－宴_肝…一菰…wwE［i…一藤一一騨一一諦｝　　衷XVI　受傷プゴ1「l」

　2　ケ　所　　　82　　42　　124　　20・4　　　　　　　　　　　外来　　入iら達　　計　　　％

．－1乞鎚＿il－ll／；・1：1　㎜種…二1…「野…誓…矯…蕪ズ＾

　　　訓・　　　　　　　503　　　　10G　　　　CうOCj　　　　　　　　　　　　　　　　　ム｛　　イ則　　1向1　　　　．10tl　　　　　16　　　　120　　　　19．7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イi　｛則　　1ゴil　　　　92　　　　　9　　　　101　　　　16．6

　　§受t隻夢砂ζ園　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一；ξ：・　び）　で也　　 29　　　4　　 33　　 5．4

　以上損傷の様相について検討を加へてみたが，これ　　　　不　　　明　　　8　　　10　　18　　2。9

らの受1雛どの様鰍因駄・て2fG’！kしたか醐べて　t’t．一訓：…“…’・3’6’1…「嬰δボ1円’「6苗’……

みた。衰XVに示す通り衝突が2361弟1（38，8％）で最

も多く，次で転倒自傷が．1．54例（25．3％），接触99例　　　　表XM【　　来　院　　の　状　況

（16，3％）と続いて屑り，櫟過は思いの外少なく15例

（，，，％）腿ぎなか。た．。のう鮫1酬慨して　＿＿＿　外来入院計　％

は特殊な例と思われる車轍こ足をはさまれたものが3Q　独　歩　277　4　281　46・1
例（4．9％）の多きを数へるが，これは幼少の子供な　　　要　付　添　　　77　　　8　　85　　13．9

自・i騨やかト．・イの齢｝・築世て・』ら。ていて灘　　旭　送　149　78227　37・　3

櫨講灘灘総1灘、制繍゜（・・）∵∵遊．
と考へる。その他の例としては加害潜の項にも述べた　　　　　il卜　　　503　　106　　609

如く，車内のマスコットによる受傷とか，飛びLLIして

きた犬の上に乗り上げたもの等の分類に入らないもの　　る方法で診療を受けに病院へ来るかを検討した所炎

が食まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　X畷の如ぎ結果を得た・狙1歩即ち受傷者良らが他人の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介助なしに来1院したものが281例で（46．1％）最も多

　　§受励向　　　，　　　く，次で担送さ；｝・kも・・が22・例（37．・％）轍えて
麺脇綬けた時暖飢たソゴ畔ついて棚を　いる。他ノ、の働腰したもの、よ85例（・3．9％）とな

と・てみるtlNxvrの如くであ・た・　i）itからのものが　っているが。の中には病状購度でも幼少吐め剛

最も多く248例（4°・7％）で・こ撚受撚町騨　添われて織したものも含勲ている．鋤まで暖

澱も多い事からみて撚であろう・次で左伽1が　儲、・9例嚇診鵬のう肺の消1囎にある救騨
・2・例（・9・7％）・　’4i側ttlir・”・1°瑚（16・6％），勧89　により撒されて栽ものが騨1（・4，9％）とな。て

例（・4・・6％）と続いている・そのttiの33％に騨輪　いるが激急車醐凱たもの秘ずし樋伽ゐ：

にはさ鯨たもの等糖勲て居る・　　　　く，下報独歩磯であ。たものも職りあるが、・

　　§来院の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　れは当事者が交通事故を直ちに救急車利用に結びつけ

　戸外で交通事故が発生し，受傷潔が出てから如何な　　　ている世間一・SUの常識のために利用泰過剰とも者へら
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れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰は喪XXの如くであった。全治迄診療を受けたもの

　　§初診｝1物処働状況　　　　　　が291例（47・8％）で約半数を占めて籾・鰍して
受瀦疎院し初診Hi／・iJeCLどの様ノ、蝋綬けたf、、tt　治療1諫なくな・たものが2°5例（33・7％）で恐らく

融したの蕨x咀であ砿。i、V。は以衡。た手　こ抑繍こ舗として支1職い迄に撒し鮎の8　”・”・一

術を除いてある診断のためx線写勲撮影したもの　へ｝）　；1　・Lる・

36・例（32．5％）で馳多く，慰そ32・例（28．9％），　1雌した4・のは58例（9・5％）で翅が，Cの鰍

次で倉、蝋2・・例（18．6％），齢、42例（12．8％）　齢11域は眺から遠く撫た≧1怖1械はその近辺

と続いており，シーネ澗定濯ブ。糞亭畷かに・7・’1：f：　で鵬したた嚇勧蝋触媛け，受伽繊も

くな。ているD　　　　　　　鰍1鵬麟価治1酢都合のよい幽iの’tiFへ棚し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものである。

表X、mu　初　参時の処置　　　　ll－td：が48例（7・9％）あるが，尚治療腰するa）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来院しなかったもので，この1・i’1にeよ転医も或不［li度含ま

＿＿＿＿＿継＿盗塾．＿llL＿．勉＿　；11ているal・a）と鵬・2・る．死亡・・瑚α2％）で前

　羅　　　法　　260　　6．1．　　321　　28．g　　　述しノこ通り凡て頭部の損傷を・伴ったもので1例け；既

　創傷処瞠　　190　　16　206　　18・6　　　死tll逞長生存1・i数は461．1、と’／：C　．⊃ているが、驚察σ）統計

縫　合　109　33　1×42　］2・8　　で。よ211以」：の生存撫・晦のt・1，1に人れられ，交通・h：

　シ　ー　ネ　　　34　　24　　58　　5・2　　　　故死のllrに含まれないので，死亡例は公爽される数よ

ギプス @2　19　21．　1・・　9　　・，・』棚撒多し・と駆るべきだと思うQ
　X線写輿　　269　　91　360　32。5

　　　li’卜　　　　864　　244　 1108　　　　　　　　　表XX　　　　 転ミ　　　タ膏｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外来　　　入院　　　計　　　％
　　§手術の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F．一一一………・一一一　　　　一一一一一一一一一．e－－tHt．Ft－．－tt＿At＿．一

　交通外傷で受診した609例中手術的処il趾をう1ナたも　　　　金　　　治　　272　　19　　291　　”17・　8

のは29例（4．7％）にしか過ぎないが，そのうち桝　 軽　黎　131　742°533・7
職∬の働である．骸舗齢f。たものが胤　 転　医　52　6　58　9・5
多く24例で・の幅・欄・，・大・・骨・，鮒・，　［eer　iLk　411努：：1

前腕骨2，．L腕骨1等が含まれている。開頭術鮒っ　　一．一一一一一一一一一…一一一……・一一一
たものは2例でい引、棚蓋iノ．jdlLIIt£｛．で，・伽：脚、挫　　・i’　i’　5°3　106　6°9

鞘濡瓢1：ゑ麟雛型驕；灘蒲罫繋灘ll繍雛膿1二

蹴契灘弩葵繍膿誌叢朱識1廟翻麟蹴導濃1旨簿蕪瓢膿
撒したものである・　　　　　　　常酬甑活蠣める様にな。たものを糊手鋤訓の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中に含めてあるのは云う迄もない。これによると97・7

測眠　乎術の種別　　　物大柵力・受騨の職に棚したり，受伽の生
　　　　　　　　外来　　入院　　計　　　％　　　　活状態に戻っているが，細かい観察をすれば、後遺症

骨接合術　2　22　24　82．・8　　tl寺に酬1外傷後の騨，頭轡のために榔のfj旨率が
　切　　　開　　　O　　　L　　　l　　3，5　　　　落ちたり・時々休業している痔もある様であるが，こ

　開　　　頭　　　　0　　　2（1）　　2（1）　6．9　　　　の点に関しては細かい統計により精査Lてみる事が必

　異物捌出　　　0　　　1　　　1　　3．5　　　要であると考へる。

　開　　　腹　　　0　　　1　　　1　　3・5　　　　職場復帰不能は12例でうち死亡蒋を7名含んでいる

　　　計　　　2　27（1）29（1）　　　　ので・実際tr，：復帰が1腺なかった実数は5fダ嘘であり，

　　　　（）内は死亡例　　　　　　　　　　　　　　　　この中には・骨折後の関節強1白：のため運転手が不1ゴ∫能

　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　、　　　　になったり，或は手指の機能障筈のため手先の細かい

　　§転　帰　　　　　　　　　　　　　仕事が不能になったもの，又頭部外傷後遺症で鵯1能に

　各方面から検討を加えた上述の609例の受傷者の転　　　変異を来し，整備工から家專の農業乎伝いをやってい
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る者等が含まれて居るが，】名は外傷性ノイP　・一ゼの　　　では外傷の予後の判定の難しさを物諮ると同時に，他

為殆ど廃人同様となり何ら業甥に就かず家人のヤッカ　　　傷の場合，人閥の心理として症状を誇大に訴えたり，

イ者となっている者等が含まれて居り，今後の対策に　　　他人の魚担をよい事にして1枚意に治療期間を延長する

一t・ lを要すると思われるものもある、，　　　　　　　　　K’も多少あるという事も考慮に入2・tて考察する必嬰も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あろう，、治療予定よりも少ないもの｝：1：7．ユ％であるが

表xx【職場復帰の可否　　　　L：・、i’，には治療の1阯或は初｝診医の諒解を得ずに他臨．

　　　　　　　外来　　入院　　計　　　％　　　　転じたものも含まれている　・IFII：は否め蹴いL｝

”il一

@能　5°3　92　598　97・7　　表．XXIII治療碇と購と・・関係
　ン1く　　　　白旨　　　　　O　　　　　l2（7）　　12（7）　　2．0

　不　　　りl　　　o　　　2　　　2　　0，3　　　　　　　　　　　　外来　　入院　　計　　　％

　　　i”i’　1’　　　　　　　5〔〕3　　　　】06　　　　609　　　　　　　　　　　　　　　　’超　　　　　：，髄　　　　　89　　　　　67　　　　156　　　　25。6

　　　　0内眈亡例　　　　　　　　未　illlli　32　11　・13　7・・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫三！，i三jlJ互　り　　　　　382　　　　　　28　　　　　410　　　　　67．3

　　§後遺症の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　503　　1〔）6　　609

　傷審をダ島したもの専よ609f列【1142f列く6．9％）でJ七ll聖た

的少ないが，後遺症の種類とその例数は犬XXIIに示す　　　　　§治療1，1　ik，入院日数

通りであF），最も多いの｝泉顔llliの搬痕の23f列で・これ　　　外来治療治ゴ行った受傷蓋の治療ll数は表XX！Vに示

は受傷者がその後の｛k活をする上に於て，精神的蹴背　　す通りで，雲口数と延1．1数に分けて観察してみ疫、こ

痛を味う例もか斜1あり，特に臣大績ll膿を残した未　　れに」：ると1－51幽i迄位の1｛蚤傷が圧倒的尊二多く実ll数

婚女性では，搬痕のli覧減のために1争：大の物質II蝋腎神　　　で361例（7L8％），延ll数で29ユ例（57。9％）で次で10

的な損働を蒙っている者もある様である。次が頭痛及　　　1］以内が夫々10ユ例（20、1％），12B例（24．3％）で

ノイローゼで，10例あり，中にはllil項で述べた様にそ　　　1．Olil以内に治癒したtl，のが大部分であるが，　l　l　lには2

のために業務な放棄したり或は職揚転換を余き幾なくさ　　　ケ月～4ケ月も通院する例があり，これは霊として頚

れたものもある程である。　　　　　　　　　　　　　　部の打撲で他覚的1リテ見が加いにも拘らず，頭敢，頭痛

　その他手指の骨及腱の陣審により1曲助不全を来した　　　を訴へ，後遮症を心配して通院したものである。

ものが4例，歩行園難3例の順になって居り，本人に．

とっては1”∫れも多大な苦痛を伴っている事は云う迄も　　　表XXJv　外　来　通　院　1」　数

ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実日数　　％　　　延1・1数　　％

　表X）㎝　後遺症の種類　　　　　1～5N　361　71．8　　291　57．9
一匿 @　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6｛♂10日　　　　101　　　20．1　　　　　　　122　　　　24．3

＿一＿＿．＿継一＿入／ttt－＿量＿＿＿％　　・・～酬　2。3，9，3・r，．・9

顔畝i搬ヵ這　　　　　6　　　17　　　23　　 54，8　　　　　　16～2〔〕日　　　 9　　　1．8　　　　　17　　　3．4

乎」』旨」璽亟力：イく擁≧　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　4　　　　　9．5　　　　　　　　　21～2511　　　　　2　　　　0，4　　　　　　　ユ0　　　　1．8

ts；一守↑困奨碓　　　　　　　　0　　　　　　3　　　　　　3　　　　　7．1　　　　　　　　　26～30口　　　　　　7　　　　1、4　　　　　　　　　E　　　　1．8

頭痛及ノィロP・・ビ　5　　　5　　1〔｝　　23．8　　　　　2ケ月　　　3　　0，6　　　　18　　3．6
Jil三郵全困莫維　　　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　1　　　　　2．4　　　　　　　　　　　3ケ」目　　　　　0　　　　　　　　　、　　　　　　5　　　　1．0

関節属曲障害　　　（》　　　1　　　1　，2，4　　　　　4ケ月　　　0　　　　　　　　1　　0，2

　　　言卜　　　　　　　　13　　　　　29　　　　　42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛1・　　　　　503　　　　　　　　　　　　　5〔｝3

　　§治療予定と実際との関係　　　　　　　　　　　　入院の治療口数は表XXVに示す通りであるが1ケ

　交通事故による外傷を取扱った匿師は，初診時の診　　　月以内のものが75例（70．8％）で大部分な占めている

断によって診断書を捌ilさせられるのが常である。こ　　が，2ケ月以内のものも241グ収22．6％）を数へるが中

の治療予定E！数と実際に濤療を受けた日数との関係を　　　には1年1例，2年以」：1例という長期に憶るものも

示したのが表XX皿である。略々予定通りなのが609例　　あり，この長い例は1例は關放性火腿骨折で骨髄炎を

中410例で67．3％であるが，予定日数を趨過したもの　　　併発したもの，1例は頭部外傷にて半身不髄となり目

が156例（25．6％）の多きを数へている。これは一・面　　　”ド治療を添［監続しているものである。又死亡者は10日以
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内に7例中6例でこの範囲に集中しているが，1例は　　　　表XX近　診　療，保　険　区　分

頭蓋1蠣の手術を行い，　－mas‘｝kL」t：’i’e・・：向・たが受撒38　　　　嫌　入院　訓・　6・。

日目に死亡している。　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一・一一・一一一一一．一一．．一’一一一一一・一一・・一一……一一一．一一一・・

。れらの入難者腿院後外来轍をうけた1」撫　自費　219　85354　58．　1

欝奪徽懲【撚綴綴rl勤i翌1顎ll｝
者17例（16．O％）で偶延日数からすると2ケ月のもの　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿．＿＿＿＿．

が33例（31．．］％）で胤多くなって居り，1年以」T．が　　・i”i凸　503　106　6〔〕9

3例もある琳は交通外傷の悲惨さを物譜っている。

表XXV入院治療ll数
知数％鱗％延・数％

　　O日　　　　0　　　　　　　　　　　17　　16，0　　　　0

1｛v5口　　 9（5）　　8．5　 38　35．9　　1　 0．9

6NIO日　　　16（1）　　15，1　　　16　　15，1　　　6　　　5．？

11ev15日　　　16　　　　15，1　　　15　　14．2　　　8　　　7，6

16～20日9　8．543．887，6
21～251三1　　　6　　　　　5，7　　　2　　1．9　　　9　　8．5

26N301，／1　　19　　　17，9　　3　　2．8　　12　1L　3

2ヶ月　24（1）22．6　7　6。6　3331．1
3ヶ　月　　 2　　　 1，9　　3　　2，8　　10　　9．4

4ヶ月　 1　　 0．9　 1　0．9　 5　4．7

5ケ月　 0　　　　 0　　　・1　3．7

6ケ月　0　　　　0　　　3　2．8
7ケ月　2　　1．9　0　　　2　1．9
8ケ月　　0　　　　　0　　　　0

10ケ月　O　　　　O　　　l　O．9
1年以上　　1　　0．9　0　　　　3　2，8

2年以上　　1　　0，　9　0　　　　1　0、9

諸十　　　　106（7）　　　　　　　　106　　　　　　　　106

　（）内は死亡例

　　§診療区別

　受傷者609例の診療保険区分は表XXWに示す通り

で自由診療が354例（58，1％）で過半数を占めて屈る

が，これは殆ど自動車焙償保険を使用した者か，或は

加害者が治療費を負担したものである。又健保，国保

を使ったものは夫々175例（28．7％），67例（11．　0％）

でこれらは主として自陽によるものと考へてよいと思

う。

　尚労災保険が13例（2，　1　％e）あり，これは業務に従

事中交通慕故に会って1ケ月以上の者がこれに該当し

ているQ

　以上交通外傷受傷者について各方面から検討した統

計を表を以て説明し，いささか考按を加へた。


